別紙様式１
番　　　　　　　　　号　
令和　　年　　月　　日　

　水産庁長官　　殿

住　　　　所　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 代表者役職氏名






令和８年度女性活躍のための実践活動支援事業に係る課題提案書の提出について


令和８年度女性活躍のための実践活動支援事業を実施したいので、別添のとおり関係書類を添えて提出します。


	
（担当者）
 所属部署：
 役職・氏名：
 電　　話：
 e-mail：







（別　添）

別紙様式２

令和８年度女性活躍のための実践活動支援事業に係る課題提案書

第１　課題名
	
【記入上の注意】
・取組内容を端的に表現した課題名を付けてください。



第２　地域の漁業・水産業の概要
	
【記入上の注意】
・グループ等が所在する地域の漁業や水産業の概要を簡潔に記入してください。
・地域の資源状態、生産額、操業コスト、漁業就業人口などに変化があり、それらが課題提案に至る動機となっている場合は、両者の関係をわかりやすく説明してください。


第３　グループ等の概要
１　代表者
	
【記入上の注意】
・グループ等の代表者は以下のいずれかの要件を満たしていることが必要です。
　その旨がわかるように代表者の経歴・履歴・活動実績等を具体的に記入してください。
　なお、男性が代表者である場合は、その理由（当該男性が代表でなければならない理由）も記入してください。
（女性が代表者である場合）
　①漁業士であること（またはそれに類する認定を都道府県から受けていること）
　②漁協の組合員（准組合員を含む）又は女性部員であること（女性部長でなくても可）
　③漁村地域で意欲的な活動を行う団体、法人等の代表であること
（男性が代表者である場合）
　①漁業士であること（またはそれに類する認定を都道府県から受けていること）
　②漁協に所属し、現在または過去において漁協の役職（理事、青年部長等）に就任し、円滑な職務遂行の実績を有すること。
※グループ等が漁協の正式な下部組織である場合は、その旨がわかるよう明記してください。


 ２　構成員
	氏　　名

	年　齢

	職　業
（漁業の場合は漁業種類も記載）
	備　考


	代表者
副代表
経理担当者
構成員

	




	




	




	（漁業士である場合はその旨を明記）





	
【記入上の注意】
・「職業」欄には業種のほか、所属する団体、法人等の名称と役職も記入してください。
　職業が漁業の場合は漁業種類も記入してください。
（女性が代表者である場合）
・５人以上かつそのうちの２人以上が女性で構成される必要があります。
（男性が代表者である場合）
・10人以上でかつそのうちの４割以上が女性で構成される必要があります。
・女性の構成員のうち１人以上を副代表等の役職に処遇してください。
・経理担当者の備考欄には、これまでの経理業務の実績（内容、年数等）を記入してください。







３　指導・支援を担当する水産業普及指導員等
　　※本事業は原則「水産業普及指導員からの指導・支援を受けられること」が応募要件
　　　　となっていますが、これに寄り難い場合は別途ご相談ください。
	所　　属
	職　名
	氏　名
	備　考

	（最初に担当普及指導員を記入（普及指導員資格を有する研究員、行政職員等を含む））
	


	


	水産業普及指導員



	（以降、担当の漁協職員等を記入）


	


	


	





　　　※以下の第４～第７までの項目については、下記の点が明確になるよう留意の上、
記載内容を整理してください。
　　　　・現在問題になっていることは何か（取組の動機）
　　　　・問題を解決するために何を行うのか（事業の目的）
　　　　・実際に行う個別具体な手法・手段・方法等（具体的計画・実施内容）
　　　　・取組の結果、どのような成果が得られるのか（期待される成果・効果）
　　　　・得られた成果を活用することで現状がどのように改善されるのか（目指す姿）
第４　事業の目的
	
【記入上の注意】
・公募要領に記載されている事業目的、事業内容との整合性に注意して記入してください。



第５　全体事業の概要
	①現状


	②問題点及び解決方法


	③具体的計画
（令和○○年度）
　・・・・・・・・・・
（令和●●年度）
・・・・・・・・・・・
（令和◇◇年度）
・・・・・・・・・・・

	④期待される取組の効果


	⑤最終的な目標（目指す姿）


	⑥備考




	
【記入上の注意】
・上記③④⑤については、可能な限り計数（具体的な数字）、相手先、品目等を盛り込んで具体的に記入してください。
・グループ等が行う取組について、翌年度以降の構想も含めて記入してください。



第６　事業の実施体制
	
【記入上の注意】
・事業を実施していく上でのグループ等内部の役割分担や、水産業改良普及組織等、市町村、漁協等の関係者との協力・連携体制について記入してください。
・役割分担や各機関との関係性がわかるように、必要に応じて概念図やフロー図等も添付してください（別紙可）。




第７　令和８年度の事業内容
	
【記入上の注意】
・令和８年度に行う事業内容を具体的に記入してください。



第８　予算
１　事業に要する経費
	経費区分
	国庫補助金
	自己負担金
	計

	【記入例】
試作品開発費
消費拡大イベント開催費
	円
750,000
250,000
	円
750,000
250,000
	円
1,500,000
500,000

	合　　　計
	1,000,000
	1,000,000
	2,000,000



２（１）支出予算費目別内訳
	経費区分
	費　目
	数量
	単　価
	合　計
	積算内訳

	【記入例】
試作品開発費





消費拡大
イベント開催費




	
設備費

備品費
消耗品費


消耗品費


旅　　費


	
１台
１台
１台
50kg
１式

10枚
100kg
1000部
４人


	円
700,000
500,000
200,000
1,000
50,000

10,000
1,000
100
50,000


	円
700,000
500,000
200,000
50,000
50,000

100,000
100,000
100,000
200,000


	
業務用グリル
真空包装機
冷凍庫
加工用原魚
調味料等

イベント用幟旗
試食用魚介類
PRパンフレット
○○－●●間
往復JR代、
●●市内宿泊費

	合　　計
	
	
	
	2,000,000
	



	
【記入上の注意】
・「費目」欄には、公募要領の別紙１の補助対象経費（謝金、旅費、設備費、備品費、消耗品費、役務費、その他）を記入してください。
・「積算内訳」の欄は、できるだけ具体的に記入してください（どのようなものをいくつ買うのか、
何人がどこに行くのか、どのような作業を何回依頼するのか等）。



　（２）（１）のうち機械装置・設備等購入・設置状況
	経費区分
	名　称
	仕　様
	使用目的
	購入先
	設置場所

	【記入例】
試作品開発費


	業務用グリル
真空包装機


	○○
○○

	○○のため
○○のため


	○○商店（株）
同上


	○○市○○
同上





　※（２）の表に記入した機械、設備等については、別途２者以上の見積書を提出してください。

　３　自己資金の調達方法等
	
【記入上の注意】
・自己資金の調達方法（グループ等構成員が自ら融通、漁協等からの借入等）について記入してください。また、それぞれの方法で調達する金額と時期（大まかな年間スケジュール等）についても併せて記入してください。
※グループ等構成員が融通する場合は、誰が・いつ・いくら負担するのかを明記してください。



第９　「浜の活力再生プラン」との連携
	①グループ等構成員（代表者を含む）が活動する地域の「浜の活力再生プラン」の承認状況
　（「あり」か「なし」かを右欄に記載、「あり」の場合②へ）
	



	②提案課題と「浜の活力再生プラン」の連携の具体的説明
◆提案課題がグループ等構成員が活動する地域で承認された浜の活力再生プランと連携した取組であるか否かを記入してください。また、連携した取組である場合は、その内容（提案課題が浜の活力再生プランに記載されている取組内容とどのように関連しているのか）を具体的に記入してください。
◆グループ等が複数の地域の構成員から構成されており、承認された浜の活力再生プランが複数存在する場合などは、提案課題がどの地域の浜の活力再生プランと連携した取組であるのかをわかるように記入してください。



第10　添付書類
	
【記入上の注意】
・公募要領第３－２の（３）～（５）により添付した以下の資料について記入してください。
　①水産業改良普及組織等が作成するグループ等の指導・支援計画
　②グループ等の規約（法人は不要）
　③提出者が法人の場合は団体概要等がわかる資料




（注）・作成の際は、【記入上の注意】は削除の上、記入してください。
・内容は追加的に照会する必要がないよう具体的かつ簡潔に記入してください。
・提出期限までに到着しなかった提出書類は、いかなる理由があろうと無効になります。
提出の際は、提出期限に余裕を持って発送するようにしてください。
・提出書類に不備等がある場合は、審査の対象とはなりませんので、公募要領や記入
　の注意等を熟読のうえ、注意して作成してください。
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